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　秋田県では今年の２月22日、2018年度の
県内のツキノワグマの推定生息数を2017年
度の2300頭から1400頭多い3700頭と推定し
ました。
　また、今年度はクマの食料となるブナの実
が大凶作となっており、人里への出没が昨年
以上に増えると予想されます。クマが人里へ
来る原因を作らないようにし、人とクマが出
会わないようにしましょう。

●家の周りや野外にゴミや収穫・廃棄した農産物、家
畜用飼料など誘引の原因となるものを放置しないでく
ださい。クマに味を覚えさせることは餌付け行為とな
り、大変危険ですので、厳重に保管してください。
　また、草刈機などに使用されるガソリンなど、揮発
性物質の保管場所にも注意してください。

●栽培目的でないカキやクリ等は、極力除去してくだ
さい。

●田畑や園地、畜舎等と隣接している里山の茂みを伐
採・草刈りをするといった環境整備を行ってください。

●収穫期が近い園地や畑、畜舎周辺に電気柵を設置し
てください。

●クマが活発に活動する時間帯のため、夕暮れや明け
方は山に入らないでください。やむを得ず入山する場
合は、複数人で行動し、熊撃退スプレーやナタ、棒（傘
等）を携帯するようにしてください。

●事前の準備と冷静な対応を心がけましょう。

●クマを刺激しない。
　(大声を上げたり、背中を見せて走らない)

●子グマを見ても決して近寄らない。
　（近くに必ず親グマがいます）

●クマの足跡や糞を見つけた場合は、その先に進まず
　に引き返しましょう。

　クマを目撃した際は目撃場所や時間、大きさなどで
きるだけ詳細に教えていただければ、被害対策が迅速
に実施できるのでご協力をお願いいたします。

[問合せ先]
農林課林業振興係　☎62-5517
北秋田警察署　　　☎62-1245

クマ出没情報はネットでも確認できます

クマの目撃情報をお寄せください

万が一、クマと対面！どうする！！！

熊に注意！熊に注意！
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△電気柵

クマと出会わないために
クマが人里にくる原因をつくらない！
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△県ではチラシを作成し注意を呼びかけて
　います
△県ではチラシを作成し注意を呼びかけて
　います

熊出没に関する
注意報発令中!!

秋田県生活環境部自然保護課秋田県生活環境部自然保護課

クマが出没した
ところにはいかない！

これまでの知見を当社で活かして欲しいと強く思

い、入社していただきました。入社後は新たな視

点を取り入れることにより、工場の活性化にもつ

ながっています。

　  本人から　今まで仕事をしていた大手メー
カーでは、日々忙しく転勤の多い仕事環境でした。

年を重ねる毎に、田舎に帰りたいという気持ちが

強くなり、秋田での仕事を探し始めた時にこの制

度を知り、そこで面談を重ねた結果Ａターンを決

めました。仕事は今までのスキルを十分活かせ、

一緒に仕事をする人達にも恵まれたことで、充実

した生活が送れています。本音で会話出来る企業

さんとご縁があったことに対して、とても感謝し

ております。

ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.３7ＮＯ.３7

一日人権擁護委員

★

　　何をしている会社？　1933年創立の当社は、

　北秋田で産出される「珪藻土」「パーライト」

という鉱物資源を原料にした各種工業製品の製造

販売をしています。当社で製造された製品は、食

品などの製造に欠かすことのできない「濾過助剤」

をはじめとして、非常に幅広い用途に使用されて

おり、私たちの生活になくてはならない、社会イ

ンフラの一部を担っています。

　 企業から　地域との共生を重視した工場運営
を行っておりますので、秋田県出身で工場運営の

経験が豊富な方に入社していただきたいと思い、

Ａターン制度を利用して社員募集をしました。そ

こで出会ったのが井上さんです。秋田に腰を据え

て働きたいと考える井上さんと面談を重ねた結果、

昭和化学工業株式会社　秋田工場

【会社概要】
◆所 在 地　綴子字堤下74
◆主な事業　珪藻土・パーライト
を原料とした各種工業製品の製造
◆従業員数　33人
◆電話番号　0186‐62‐1545

Aターン制度利用者のご紹介
井上正美さん
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　令 和 元 年

「人権擁護委

員の日」にち

なみ「一日人

権擁護委員」

を委嘱され、

ふるさと踊り

と餅っこ祭り

で街頭啓発をさせていただきました。秋田地方

法務局大館支局の人権擁護委員や法務省のキャ

ラクター「人ＫＥＮあゆみちゃん」と一緒に活

動しました。人権擁護委員の日とは、人権相談

を受けたりしている人権擁護委員の存在を周知

するとともに、人権尊重の大切さを呼び掛け、

毎年６月１日に行っている日です。日本だけで

はなく、世界諸国に係る課題であり、アメリカ

の代表として、国際的な人権擁護啓発の一環と

して、活動ができてうれしいです。

　なお、ふるさと踊りと餅っこ祭りの鑑賞もで

きました。鳳翔華よさこいチームからキティ

ちゃんまで、暑い日差しのなかで一生懸命踊っ

ている方々の姿を見て感動しました。国際的と

いえば、なんと市のＡＬＴ（外国語指導助手）

１人がミス餅っことして認定されて、一緒に

踊っていました！世界諸国に係る課題というほ

どではないだろうが、１人でも多くバター餅を

美味しく召し上がってくれればうれしいです。


